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　ୈ45ճશ日本教育޻学研究ٞڠ会શ国大会をౡࠜݝで開࠵することができることに大きなتͼ
をײじるとともに、多大なるごࢧԉ、ごڠ力をいただいた関ऀ܎の方々に深くྱޚをਃし上げま
す。本大会は、授業ެ開がӢೆࢢ、શ体会ɾ研究発表౳がদࢢߐと̎つの஍Ҭで行われることが
ಛ৭です。
　大会のςーマは、「日常的なIC5活用が୓くクリΤイςィϒな学ͼを目ࢦして」としました。
これまでશ国大会が開࠵されてきた஍Ҭとൺ΂、ౡࠜݝは、教育の৘ใ化のਪਐに関して先ಋ的
な஍Ҭではありません。むしΖ、これからIC5環境が੔උされていく஍Ҭとݴえるでしょう。そ
れΏえ、શ国大会をܴえるにあたって、ެ開で見せる「IC5活用のためのIC5活用」ではなく、
児童ɾ生徒が日常的にIC5を活用できるようなࢦಋや環境੔උの基本方਑を共有できる৔にしよ
うと共௨ཧ解を図ってࢀりました。そして、新しい学習ࢦಋ要ྖが目ࢦす「ओ体的ɾ対࿩的で深
い学ͼ」を実現するためには、「深い学ͼ」につながる題ࡐや活動を起点に、児童ɾ生徒が心か
ら考えたい、取り組みたいとࢥう「ओ体的な学ͼ」、そして஥間ɾ教ࢣɾ書੶ɾઐ໳家౳との
「対࿩的な学ͼ」がҾきग़される必要があります。このような学ͼを৅௃するのが大会ςーマに
খ学ྖࣉ、ߍ൹ҏখ学、ߍである໦次খ学ߍげた「クリΤイςィϒな学ͼ」です。ެ開授業ܝ
は、大会ςーマをいかに実現すߍの̒ߍ౳学ߴ౛԰ࡾཱݝౡࠜ、ߍ໦次中学、ߍ੢日ొখ学、ߍ
るかの研究ٞڠを重Ͷてࢀりました。本大会は、その੒果をશ国の教育関ऀ܎のօ༷にお見せ
し、سጨのないご意見やごॿݴをいただけるػ޷であります。ੋඇとも֤ߍのެ開授業をごཡい
ただき、研究ٞڠ΁のੵۃ的なࢀՃをおئいしたいとࢥいます。
　本大会では100݅を௒える研究発表がΤントリーされております。研究発表では、༷々な஌見
や৘ใのަྲྀ、そして活発で実りある࣭ٙԠ౴から発表ऀもௌऀߨも学ͼが深まり、「教育の৘
ใ化」の発లにつながる৔となることを期଴しております。さらに、教育関࿈ஂ体、NH,、教
育関࿈企業がओ࠵するϫークシϣップも̔つ開࠵されます。プロάϥϛンά教育、৘ใ活用ೳ力
の育੒、IC5を活用した授業ͮくり、ςクϊロジを活用した授業改善౳、いͣれも価஋ある学習
。会になることは間ҧいないでしょうػ
　また、大会ୈ１日目のύネルディεΧッシϣンでは、֤ߍのࢦಋにあたってきた研究ऀやࢦಋ
ओ事がそれͧれの実ફを踏まえ、大会ςーマをめ͙るࠓ後の「教育の৘ใ化」のあり方をٞ࿦し
ます。そして、大会̎日目の࠷後には、「20�0年΁のల望を見ਾえる」と題したトークセッシϣ
ンを設定しました。+A&5の研究ɾ実ફをリーυしてこられた+A&5会௕の໺中ཅ一先生、東๺
大学大学Ӄ教授のງ田ཾ໵先生、大ࡕ教育大学大学Ӄ教授の໦ݪढ़行先生にごొஃいただき、
「教育の৘ใ化」に関する近未来のల望について೤くޠり合っていただきます。
ਃし上げますとともに、本大会ྱޚՃいただきますօ༷方に心よりࢀ後に、શ国֤஍よりご࠷　
がօ༷にとって意ٛ深い大会となりますことをف೦し、ѫࡰとさせていただきます。

第45回全日本教育工学研究協議会全国大会
「島根大会」開催に向けて

ౡࠜ大ձ࣮ߦҕһձҕһ௕ʗౡࠜ大学　।ڭत　ਂݟ ढ़ਸ
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　จ෦Պ学লは本年̒月、新時୅にٻめられる教育
のࡏり方や、教育現৔でIC5環境を基൫とした先୺
ٕज़や教育Ϗッάデータを活用する意ٛと՝題を੔
ཧし、ࠓ後の取組方ࡦをまとめた「新時୅の学ͼを
をެ表「（ऴまとめ࠷）ࡦえる先୺ٕज़活用ਪਐ方ࢧ
しました。

�ɽ�৽࣌୅ʹٻΊΒΕΔڭҭ
　IP5やAI౳のٕज़ֵ新によりもたらされる
「SPcJeUZ5.0」の時୅では、ඈ༂的な஌の発見ɾ૑଄
など新たな社会をݗҾするೳ力や、その前ఏとなる
ಡ解力、਺学的ࢥ考力౳の基ૅ学力がٻめられます。
　また、不ొߍ౳でଞの子ڙとともに学習するのが
日本、ڙや、発達障害のՄೳ性のある子ڙ೉な子ࠔ
の多༷化にਖ਼໘から向ڙ౳、子ڙಋが必要な子ࢦޠ
き合うことがますます重要になっています。

　多༷な子ڙを誰一人取り࢒さͣ、一人一人のݸ性
や置かれた状گに࠷దな学ͼをՄೳにする、「ެਖ਼に
。ద化された学ͼ」を実現することが重要です࠷ผݸ

�ɽ�ઌ୺ٕज़΍ڭҭϏοάσʔλͷ
� ͷҙٛ༺׆
　ެਖ਼にݸผ࠷ద化された学ͼを実現する上で、
IC5環境を基൫とした先୺ٕज़や教育Ϗッάデータ
の活用には大きなՄೳ性があります。その具体的な
効果としては①学ͼにおける時間ɾڑ཭などの੍໿
を取り෷う、②ݸผに࠷దで効果的な学ͼやࢧԉ、
③Մࢹ化が೉しかった学ͼの஌見の共有やこれまで
にない஌見の生੒、ᶆߍ຿の効཰化、といった事が
期଴できます。
　学ߍ現৔での՝題をࠀ෰し新時୅の教育の実現を
ਐめるため、࠷ऴまとめでは、先୺ٕज़や教育Ϗッ

「৽࣌୅のֶͼを͑ࢧΔઌ୺ٕज़׆༻ਪਐ方ࡦ
ʢ࠷ऴ·とΊʣ」ʹ͍ͭͯ

จ෦Պ学ল ॳ౳த౳ڭҭہ ॳ౳த౳ڭҭاը՝ 学ͼͷઌ୺ٕज़׆༻ਪਐࣨ
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άデータの効果的な活用のࡏり方と、その前ఏとな
るIC5環境੔උについて方ࡦをまとめました。

�ɽ�ઌ୺ٕज़ͷޮՌతͳ׆༻
　ٕज़のਐలは日ਐ月าであり、ԕִ教育やデジタ
ル教Պ書ɾ教ࡐを࢝め、子ڙの学ͼや教ࢣをࢧԉす
る༷々な੡඼が開発されています。࠷ऴまとめでは、
現時点でのこれらのπールを分類し、それͧれのػ
ೳ、効果とཹ意点をまとめ、先୺ٕज़の効果的活用
の基本的考え方を੔ཧしています。
後、จ෦Պ学লにおいては、先୺ٕज़の活用にࠓ　
考にしながら、ྩ࿨̎年ࢀる実ূ事業の݁果౳を܎
度内をめどに「学ߍ現৔における先୺ٕज़利活用Ψ
イυϥイン」をࡦ定することとしています。

�ɽڭ�ҭϏοάσʔλͷ׆༻
　ٕज़の発లが、これまで取ಘࠔ೉だったデータを、
続的にऩूɾ஝ੵするこܧ人の学習ཤྺ౳としてݸ
とをՄೳにしています。教育Ϗッάデータには༷々
なՄೳ性があり、例えばւ֎では教ࢣの授業設ܭや
評価౳にϏッάデータが活用されてߍಋ、学ࢦผݸ
います。

　日本でも、近年、༷々なओ体がデータのऩूを行
っていますが、データ߲目や࢖われる用ޠ౳が֤ओ
体によってまちまちであり、౷一するルールがない
ことから、データの࿈ܞや分ੳが効果的に行われて
いない状گにあります。
　このため、ຽ間企業や有識ऀ౳をަえて教育デー
タの標४化に向け検討を行い、ྩ࿨̎年度中に一定
の݁࿦をಘ、Ϗッάデータの活用を促ਐすることと
しています。

�ɽج�൫ͱͳΔ*$5ڥ؀ͷ੔උ
　先୺ٕज़や教育データの活用には、前ఏとして
IC5の基൫が੔っている必要があり、จ๪具とಉ༷、
教育現৔において不Մܽです。一方で、学ߍのIC5
環境の੬ऑさや஍Ҭ間֨ࠩはػة的な状گです。
　このためจ෦Պ学লでは、クϥ΢υの活用や具体
的な੔උモデルのఏࣔ౳により҆価で࢖いやすい
IC5環境੔උを促ਐし、ੈք࠷先୺のIC5環境の実現
に向け、ྩ࿨ݩ年度内にローυマップをࡦ定するこ
ととしています。
ऴまとめ本体はこちら（จ෦Պ学ল̝̥）࠷˞
hUUp���XXX.NeYU.HP.Kp�a@NenV�PUher�1411��2.hUN

newsletter129_p02_03.indd   3 2019/09/25   19:53



�ɽ�ֶ گ৘ใԽೝఆͷঢ়ߍ
　学ߍ৘ใ化認定とは、本ڠ会が教育の৘ใ化のਪ
ਐをࢧԉするために、学ߍ৘ใ化਍அシεςムを活
用して、৘ใ化の状گを自己評価し、総合的に৘ใ
化をਐめた学ߍ（খ学ߍ、中学ߴ、ߍ౳学ߍ）を認
定する࢓組みです。認定を受けた学ߍについては、
教育の৘ใ化に力をೖれており、それが一定のਫ४
をຬたしていることがわかるので、対֎的な実੷と
してใࠂしたり、ࠓ後の研究ਪਐのためのアϐール
として࢖用したりすることができます。
　学ߍ৘ใ化認定には、「優良ߍ」、「先ਐߍ（優良ߍ
の中から、ಛに優れた取組を行っている学ߍ）」、「先
ਐ஍Ҭ（優良ߍとして認定された学ߍが、一定のׂ
合を達した஍Ҭ）」という࿮組みがあります。一୴認
定されても、認定期間がऴྃすると、࠶認定を受け
ていただくことになります。

�ɽֶߍ৘ใԽઌਐߍ
　学ߍ৘ใ化先ਐߍは、学ߍ৘ใ化優良ߍとして認
定された学ߍのうち、「教ՊࢦಋにおけるIC5活用」
「৘ใ教育」「ߍ຿の৘ใ化」のいͣれかのΧςΰリ
において、ಛに優れた先ਐ的な取組を行っている学
૪ڝしかબばれͣ、大変ߍを表জします。ຖ年਺ߍ
がܹしいものとなっています。先ਐߍ認定のために
は、ి子シεςムによるొ録だけではなく、認定委
員会委員の๚問も受け、その内༰を֬認されます。
2019年度についてはすでに৹ࠪがऴྃしており、優
良ߍ�1ߍのԠืの中から、ҎԼの学ߍにܾ定しました。
「教ՊࢦಋにおけるIC5活用」Χςΰリ
　ɾࣛ児ౡࢁཱࢢԼখ学ߍ
　ɾ大ཱࢢࡕງߐখ学ߍ
「৘ใ教育」Χςΰリ
　ɾ広ౡཱࢢ౻の໦খ学ߍ
　ɾ大ཱࢢࡕѨഒ໺খ学ߍ
Χςΰリ「຿の৘ใ化ߍ」
　ɾಙౡݝ東みよしொཱ଍୅খ学ߍ
　この中で、大ཱࢢࡕѨഒ໺খ学ߍは、ࡢ年度「教
ՊࢦಋにおけるIC5活用」Χςΰリにおいて認定さ

れましたが、ࠓ年度は「৘ใ教育」Χςΰリにおい
て認定されています。Ҏ上の学ߍのબ定ཧ由につい
ては、WeCϖージに記されておりますのでޚཡくだ
さい。

�ɽ�༏ྑߍʹԠื͢ΔͨΊʹ
　優良ߍに認定されるためには、本ڠ会がఏࣔして
いる「学ߍ৘ใ化νェックリεト」によって、自ߍ
の学ߍ৘ใ化の取組を೺Ѳする必要があります。ա
考ࢀがどのように自己਍அしているかをߍの優良ڈ
にしながら、自ߍの取り組みを評価し、強みを発見
しつつ改善点を໌֬にしましょう。
　学ߍ৘ใ化਍அシεςムのೖ力にあたっては౰た
り前のことですが、νェックリεトにはਖ਼直に౴え
ましょう。優良ߍの৹ࠪは、「学ߍ৘ใ化νェックリ
εトのす΂ての߲目のฏۉが̎Ҏ上であること」「֤
߲目のϨϕルが１Ҏ上（̌の߲目がないこと）」とい
う要݅がຬたされれば、よいものです。たまに、ν
ェックリεトが１なのにも関わらͣ、ࠓ後の対Ԡに
関する記ड़がൈけているものがよくあります。その
対Ԡについても具体的に記ड़することがٻめられま
すのでご஫意ください。
　そのଞ、「৘ใ化の取組による学ߍ（教員ɾ児童生
徒）の変༰」についての記ड़が不଍しているਃ੥ߍ
も見られます。もちΖん਺ࣈでわかるようなΤϏデ
ンεがあれば良いとはࢥいますが、そうでなくても、
具体的にどの点に変༰があるか、なͥそう考えるか
などを໌֬にすれば良いとࢥわれます。
　また、アップローυしてもらうϑΝイルとして、「৘
ใ活用ೳ力や৘ใモϥル、৘ใثػのૢ作εΩルに
関するࢦಋܭը౳（࠷௿一つ）」があります。IC5を
活用した授業例はそのଞࣸਅ౳で೺Ѳすることにな
っていますので、児童ɾ生徒のೳ力をどのように育
てようとしているのかについてのࢿྉがあると良い
でしょう。
　ҎԼでは優良ߍとして̎ߍに学ߍとしての޻෉を
。していただきましたߘد

とگঢ়ࢪ৘ใԽೝఆの࣮ߍֶ
ೝఆʹ͚ͯ޲のアυόΠε

+"&5ཧࣄɾ学ߍ৘ใԽೝఆҕһձࣄװʗ大ڭࡕҭ大学　।ڭत　ࣉ հߒౢ 
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茨田南流ICT活用術

େཱࢢࡕҵాೆখֶߍɹ*$5ڭҭ୲౰ɹਗ਼ਫ�݈ ޗ

　本ߍは、タϒϨット୺຤40୆、ը૾స送૷置̐୆
をอ有する一ൠ的なIC5環境のখ学ߍです。その༷
な中で、研मや環境੔උを行うことで、活用ճ਺や
活用の࣭がߴまり、201�年̓月に学ߍ৘ใ化認定の
優良ߍに認定されました。このために࠷ॳに取り組
んだことは、教員にIC5を࢖ってもらうための઀続
方法や࢖用例౳の研मです。研म後のアϑターϑΥ
ローやトϥϒル時の対ॲなどもݸผに行いました。
また、教員からの要望をฉき環境໘の੔උも行いま
した。ߍ内の予ࢉで、持ちӡͼ用のΧートや6SB઀
続できるマ΢εɾΩーϘーυ、タϒϨット୺຤をݻ
定するεタンυ౳をߪೖしました。
　次に、年に̎ճIC5ࢧԉ員が来ߍするिをIC5�
W&&,と設定して、શてのクϥεでそのिにタϒϨ
ット୺຤を活用した授業を実ࢪしてもらいました。
์՝後の研म会では、実ફした内༰のަྲྀや検討を
行い教員の活用の෯を広げることができました。
　さらに、201�年度より、IC5活用をߍ内研究のओ
題とし授業研究も行ってきました。IC5をどのよう
に࢖ったらよいか、ࢼ行ࡨ誤しながら授業ͮくりを
学ߍશ体で取り組むことにより、どの学年もIC5活
用のよさをײじ、গしͣつ身近なものとして活用で
きるようになってきています。

　例えば、̎年生の
生活Պ「まちたんけ
ん」では、インタϏ
ϡーに行く際にタϒ
Ϩット୺຤を持って
いき、ࣸਅや動ըを
影し、発表ϊートࡱ
にまとめ、શ体で発
表会を行いました（ࣸ
ਅ１）。また、̒年生
の体育Պ「௓ͼശӡ
動」では、஗Ԇアプ
リを活用し、自分の
ϑΥームを֬認し、

アυόイεをしあいながらٕの向上にܨげました
（ࣸਅ̎）。ࠓ後は、学ߍશ体でのプロάϥϛンά学
習にもνャϨンジしていきたいと考えています。

情報活用能力を身に付けた子どもの
育成をめざして

෱Ԭ͖͏ݝ͸ཱࢢઍ೥খֶߍɹߍ௕ɹା໺�ඒ޾

　うきはࢢは、す΂てのখɾ中学ߍにWJ-'J環境や児
童ɾ生徒用タϒϨット୺຤などのIC5環境が੔උさ
れ、֤学ߍでIC5を活用した授業改善が行われてい
ます。そうした中、本ߍは、201�年̏月に「学ߍ৘
ใ化優良ߍ」の認定を受けることができました。
　本ߍでは、2017年度より෱Ԭݝ重点՝題の研究ࢦ
定ɾ委৤事業を受け、「৘ใ活用ೳ力を身に付けた子
どもの育੒」に取り組んでࢀりました。৘ใ活用ೳ
力の̏つの観点が、それͧれ「教ՊにおけるIC5活用」
「プロάϥϛンά学習」「৘ใモϥル教育」につなが
ると考え、授業ͮくりの実ફをੵみ上げているとこ
Ζです。
　「教Պにおける
IC5活用」では、１
時間の問題解ܾ学習
をよりॆ実させるた
めにそのաఔでIC5
を利用しますثػ
（ࣸਅ１）。また、「プ
ロάϥϛンά学習」
では、Ϗジϡアルプ
ロάϥϛンάやロϘ
ットプロάϥϛンά
を行う授業に取り組
んでいます（ࣸਅ ɾ̎
̏）。「৘ใモϥル教
育」では、৘ใモϥ
ルに関するࢦಋを৘
ใ活用ೳ力の育੒の
基൫ととらえ、問題
解ܾのաఔでIC5ػ
。を用いていますث
そして、৘ใモϥルを日常のモϥルと৘ใ҆શ教育
という̎点からとらえ、授業ͮくりを行っています。
　IC5を活用することの良さを教৬員は実ײしてお
り、児童の学習に対する意ཉがߴまり、考えの表現ɾ
ަྲྀすることについての伸ͼにつながっています。
後も「৘ใ活用ೳ力を身に付けた子どもの育੒」ࠓ
をめ͟して日々の授業をੵみ上げていきます。

写真1　まちたんけんの発表

写真2　跳び箱運動

写真1　教科におけるICT活用

写真3　ロボットプログラミング

写真2　ビジュアルプログラミング
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�ɽ�͸͡Ίʹ
　ྩ࿨ݩ年̔月26日、ࣛ児ౡࢢの中ԝެຽؗで「教
育の৘ใ化実ફセϛφー Jnࣛ児ౡ」を開࠵しました。
ࢦճのセϛφーのςーマは、「かごしまҡ新ʂ学習ࠓ
ಋ要ྖ改訂に対Ԡした学ͼの࢟」です。学習ࢦಋ要
ྖが改訂され、খ中学ߍにおいて新教育՝ఔがεタ
ートし、ࠓ後は児童生徒の学習の基൫となる࣭ࢿɾ
ೳ力の育੒がٻめられています。
、ճのセϛφーでは、授業デβインとIC5活用ࠓ　
৘ใ教育ɾプロάϥϛンά教育など、学習ࢦಋ要ྖ
の改訂に対Ԡした学ͼの࢟をςーマにした実ફ的な
内༰を実ࢪしました。本ߘでは、基調ߨԋ、実ફ発表、
総ׅの֓要をใࠂします。
　セϛφーの内༰は、࿨Վࢁ大学大学Ӄの๛田ॆਸ
教授によるझࢫઆ໌、東๺大学大学Ӄのງ田ཾ໵教
授による基調ߨԋ、ࣛ児ౡݝ内の༮ஓԂとখ中学ߍ
からの実ફをใࠂいただき、それらを踏まえ、大ࡕ
教育大学大学Ӄの໦ݪढ़行教授にࠓ後の方向性につ
いて総ׅしていただきました。

�ɽج�ௐߨԋ
　東๺大学大学Ӄのງ田ཾ໵教授に、「学習の基൫と
なる࣭ࢿɾೳ力の育੒」という題目でߨԋいただき
ました（ࣸਅ１）。
　学習ࢦಋ要ྖ改訂や教育の৘ใ化の変ભをたどり
ながら、IC5教育環境をߏஙしていくことが必要で
あり、学ߍが新たな時୅΁の対Ԡをల開していくこ
との重要性についてࢦఠされました。また、৘ใ活
用ೳ力౳の࣭ࢿೳ力の育੒では、コンϐςンシーϕ
ーεでのଊえ方が重要であり、子ڙたちがどのよう
な学ͼをしているかを໌֬にしてࢦಋすることが大
切であるとઆ໌されました。
　さらに、教育の৘ใ化のࢹ点から、̒月にަ付ɾ
「教育の৘ใ化のਪਐに関する法཯ߍ学」行されたࢪ
について解આし、֤自治体がこれからの教育の৘ใ
化をどのようにਪਐすればよいかについて࿩されま
した。デジタル教Պ書の活用やプロάϥϛンά教育、
ԕִ授業など、先ಋ的な事例をࣔしながら、֤学ߍ

が事例を共有し、これからの教育՝題の解ܾに向け
た取組の方向性について具体的に解આされました。

写真1　ງాཾ໵教तにΑるجௐߨԋ

�ɽ�࣮ ફใࠂ
ճのセϛφーでは、「授業デβインとIC5活用」ࠓ　
と「৘ใ教育ɾプロάϥϛンά教育」の̎分Պ会に
分かれて、それͧれ̏つの実ફをใࠂしました。
　「授業デβインとIC5活用」では、ࣛ児ౡཱࢢ学習
৘ใセンターの઒ݪলࢦޗಋओ事のਐ行で、༮ஓԂ、
খ学ߍ、中学ߍでの活用事例をใࠂいただきました
（ࣸਅ̎）。実෺౤影ػを用いた日常的な活用から、
ԕִ授業によるڠಇ学習まで、෯広い活用事例を共
有することができました。

写真̎　෼科ձ̍Ͱの発表෩ܠ

　「৘ใ教育ɾプロάϥϛンά教育」では、ࣛ児ౡݝ
総合教育センターの໦田博研究ओ事のਐ行で、খ学
いただきました。৘ใࠂの実ફ事例をใߍと中学ߍ
モϥル教育からখ学ߍプロάϥϛンά教育まで、෯

։࠵ใࠂɹ͔͝͠·ҡ৽ʂ�
ɹɹɹֶ習ࢦಋཁྖվగʹରԠֶͨ͠ͼの࢟

+"&5ৗ೚ཧࣄʗࣛࣇౡ大学大学Ӄ　।ڭत　ࢁຊ ๎߂
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広い研究分໺から先行的に実ફした事例をࢀՃऀの
中で共有することができました。

�ɽ�άϧʔϓϫʔΫ
　分Պ会後൒のάループϫークでは、(PPHleϑΥー
ムを活用して、分Պ会前൒の事例発表についての࣭
問や意見をग़し合いました。̎次ݩόーコーυをҹ
を഑෍して、εマϗやタϒϨット୺຤でࢴした用࡮
ಡみ取ってもらい、(PPHleϑΥーム上のアンέート
サイトに書き込んでもらいました。さらに深くฉい
てみたいことや、े分ཧ解できなかったことを自由
にग़してもらい、౴えられるൣғでճ౴してもらい
ました。
　その後、άループに分かれて意見ަ׵を行って、
実ફใࠂの੒果と՝題をまとめました。どのάルー
プも೤心にٞ࿦していて、࿩し合う৔໘での学ͼの
深まりをײじることができました。
の先生方に、実ફのϙイントࢣߨ後に、分Պ会࠷　
やࠓ後のల開に対するアυόイεをいただきました
（ࣸਅ̏）。
　「授業デβインとIC5活用」では、࿨Վࢁ大学大学
Ӄの๛田ॆਸ教授とࣛ児ౡ大学大学Ӄのኍ੉ਅۏ教
授にまとめていただきました。
　「৘ใ教育ɾプロάϥϛンά教育」では、ࢁ本（ච
ऀ）と、常༿大学のࠤ౻࿨ࢣߨلによる研究の評価
と価஋付けがల開されました。
による的֬なアυόイεによって、実ફऀがࢣߨ　
Ճऀશࢀ、後さらに実ફが深めていくだけでなくࠓ
員がࠓ後の実ફに໾ཱてることができる内༰となり
ました。

写真̏　෼科ձͰのॿݴの༷ࢠ

�ɽ�૯ׅ
　本セϛφーの੒果について、大ࡕ教育大学大学Ӄ
の໦ݪढ़行教授にҎԼのようにまとめていただきま
した（ࣸਅ̐）。
ɾງ田教授の基調ߨԋでは、εϐーυײをもって教
育環境を੔えていかないといけないというݴ༿が
心に࢒った。
ɾࣛ児ౡݝ内の環境੔උはશ体的に良޷であり、次
年度のશ国大会の開࠵に向けて、௥い෩はਧいて
いる。
ɾ৘ใ活用ೳ力の育੒では、ΧリΩϡϥムɾマネジ
メントをػೳさせていくことが重要である。
ɾ分Պ会での実ફ発表では、社会Պにおけるओ体的ɾ
対࿩的で深い学ͼのためのԕִ授業、プロάϥϛ
ンά教育でのΧリΩϡϥムɾマネジメント౳の学
。ຯ深い内༰であったڵ現৔においてߍ

写真̐　໦ݪढ़ߦ教तにΑる૯ׅの༷ࢠ

�ɽ�͓ Θりʹ
�本セϛφーは、来年度の11月6日、7日に開࠵予定
の+A&5શ国大会のプϨセϛφーとしての位置ͮけ
でした。企業లࣔ2�社、ࢀՃऀɾొஃऀ౳をؚめる
とࢀՃऀが໿�00໊となり、これまでのࢀՃऀ਺をは
るかに௒え、੝会にऴえることができました。࠷後に、
本セϛφーの開࠵ɾӡ営にごڠ力いただいた関֤܎
ॴのօ༷にँײਃし上げます。

�次のϖージでは、̎つの分Պ会に分かれて、໊̒
の先生方から発表された実ફใࠂの内༰をご঺հし
ます。
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ʲ࣮ફใ̍ࠂʳतۀσβΠϯͱ*$5׆༻
ਐ行　ࣛ児ౡࢢ学習৘ใセンターࢦಋओ事　઒ݪ�লޗ
　児童生徒のओ体的な学習や対࿩的な学習を行う際
に、学習目的を໌֬にした授業のデβインを行うと
ಉ時に、その目的を達੒するためのIC5活用を考ྀ
した授業ܭըをすると、より効果的にओ体的で対࿩
的な学習をܭըすることができます。どのような授
業をܭըし、デβインするかについて、次の̏つの
実ફใࠂがなされました（ࣸਅ５）。

ᾇ　ԕִ共ಉ学習のՄೳ性
　ࣛ児ౡཱࣛࢢ児ౡཾۄ中学ߍ　教་　上നੴ�म
　཭ౡと本౔のখن໛ߍを݁んだ学ߍ間のަྲྀをは
じめとして、Χφμの日本人教ࢣと生徒を݁ͼνャ
ットやWeC会ٞを行った授業、メΩシコとつな͗時
ࠩやҟจ化の体ݧを行う授業など、༷々なԕִ授業
の実ફを行ってきました。
年度の実ફでは、「持続Մೳな஍Ҭの活性化プϥࡢ　
ン作り」をςーマに、メΩシコの大学教授や日本の
実ફऀとަྲྀしました。生徒が考えたࣛ児ౡの活性
化プϥンをઐ໳家の意見をࢀ考にしながら࿅り上
げ、より具体的な活性化プϥンを׬੒させることが
できました。ジάソー学習のܗ態で授業をਐめ、生
徒は意見をそれͧれάループに持ちؼり、ٞ࿦を行
います。このような実ફを௨した直઀ަྲྀによって、
生徒に考え方の多༷性やઐ໳性のߴまりが見られま
した。生徒とަྲྀ先の人をつなげるコーディネータ
としての力ྔや、教ࢣとしてのઐ໳性をߴめるػ会
となったことが੒果としてあげられます。

ᾈ　IC5を活用した授業の実ફ
　ໄౡཱࢢ国分੢খ学ߍ　教་　ཱࢁ�།人
　本ߍにおいては、日常的に書ըΧメϥを活用した
実ફを行っています。ࠓճはओに国ޠとࢉ਺の授業
内での活用事例をใࠂします。
　教ࢣの活用では、児童に分かりやすくཧ解しても
らうために、ࣙ書や定نの࢖い方を֦大表ࣔしまし
た。児童の活用では、児童がϊートや具体෺をఏࣔ
しながらઆ໌したことで、より効果的な活用がਐみ
ました。また、̎年生での実ફは、学習内༰の৘ใ
を共有するため、̒年生での実ફでは、発表したり、
表現したりするために児童が活用することを意識し
て活用させています。
　IC5を活用することにより、児童の学習意ཉが向

上し、発表の৔໘では、わかりやすさやઆ໌のॱং
を意識した発表が見られるようになりました。՝題
として、IC5の࢖用৔໘がݻ定化される܏向にある
ので、児童が自ら考え、多༷な৔໘で活用できるよ
うにしていきたいとࢥっています。

ᾉ　授業（อ育）デβインとIC5活用
　学ߍ法人�നੴ学Ԃ༮อ࿈ܕܞ認定こどもԂ

௰ϲٰ༮ஓԂ　ओװอ育教་　新 �ླ໌ཱྀ 子
　௰ϲٰ༮ஓԂでは、খ学ߍೖ学前の子ڙたちの教
育活動においてIC5活用をੵۃ的に行っています。
その中で、ײ動体ݧにつながるIC5活用を目ࢦして、
動から生まれる๛かな発૝、意ཉ的な活動を育むײ」
デジタル教ࡐの利活用」を研究ςーマとして、実ફ
を行ってきました。
　年গ組（̏ࡀ児）のԂ児はϛχトマトの࠿ഓを行
っていますが、そのಋೖで、ϛχトマトが大きくな
る༷子を、大ܕςϨϏを࢖ってө૾で見せ、生௕を
見௨せるようにしました。年中組（̐ࡀ児）では、
Χϒトムシをࣂう活動において、NH,�GPr�SchPPlの
デジタルコンςンπを࢖い、ڵຯɾ関心をߴめるこ
とができました。年௕組（５ࡀ児）では、ંり੍ࢴ
作を行う際に、ંる৔ॴやのり付けの位置を֬認す
るために、実෺౤影ػを活用しました。ંりࢴをં
るϙイントなどをԂ児が発表する際にも意識して࢖
わせています。੒果として、直઀体ݧを深めるため
にIC5を活用したことで、Ԃ児はڵຯɾ関心をߴめ、
。をຯわうことができましたݧ動体ײ
（ใࠂ　઒ݪ）

写真̑　࣮ફใ̍ࠂの༷ࢠ
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ʲ࣮ફใ̎ࠂʳ৘ใڭҭɾϓϩάϥϛϯάڭҭ
ਐ行　ࣛ児ౡݝ総合教育センター研究ओ事　໦田�博
　ୈ̎分Պ会では、中学ٕߍज़ɾ家庭Պにおけるڠ
ಇ学習、IC5活用によるࢦಋ法改善、อऀޢととも
に行う৘ใモϥル教育、そしてখ学ߍプロάϥϛン
ά教育に関する実ફใࠂと、それに対するάループ
ϫークが行われました（ࣸਅ̒）。

ᾇ　学習の基൫の育੒を図るڠಇ学習ʙڠಇしてओ体
的に՝題を解 しܾようとする生徒の育੒をめ͟ してʙ

ࣛ児ౡཱࢢ੢ݪࢵ中学ߍ　教་　஛Լ　੣
　ٕज़ɾ家庭Պの学習におけるάループ学習におい
て、す΂ての生徒がओ体的に学習に取り組むことが
できるようにするために、ジάソー学習やϫールυ
Χϑェ方ࣜをࢀ考にした学習活動を取りೖれた授業
実ફを行いました。
　また、生徒が表ࢉܭソϑトやプϨθンςーシϣン
ソϑトを活用し、ճ࿏図の作੒やमਖ਼౳を༰қにで
きるよう「-earnJnH�SheeU」と໊付けた自作の教ࡐ
についても঺հしました。
ɾೳ࣭ࢿՃऀからは、生徒に学習の基൫となるࢀ　
力を育੒するために、教Պ୲೚だけでなく、教Պの
࿮を௒えた授業ͮくりに関するߍ内の研म体੍のあ
り方について࣭問がग़されるなど、ݸ人の取組をど
のように学ߍશ体に広げていくかについて関心がू
まったようでした。

ᾈ　自ら学ͼ、ଞऀと఻え合いながら、考えを深め
合う子どもの育੒

੢之表ཱࢢᒘ৓খ学ߍ　教་　৿Ӭ�ਸ行
　৿Ӭ教་は、総合的な学習の時間に位置ͮけたプ
ロάϥϛンά教育について、「෱ࢱ」をओ題とした୳
究的な学習のաఔに、NJcrP�CJUを࢖ったおもちΌ作
りを取りೖれました。児童がおもちΌを༡Ϳ対৅と
なる̎年生にどうしたらָしんでもらえるかを࿩し
合いながら、考えを深めていくという授業実ફにつ
いてใࠂを行いました。
　また、WeC会ٞシεςムを利用して、छ子ౡとࣛ
児ౡ大学をつな͗、大学Ӄ生によるプロάϥϛンά
ԕִ授業についても঺հしました。
Ճऀからは、プロάϥϛンά教育をどのようにࢀ　
ΧリΩϡϥムに位置付けていくかということに関す
る࣭問が多くग़され、学ߍશ体としてܭը的に実ࢪ
していくことの重要性について共有したようでした。

ᾉ　児童とอऀޢが৘ใモϥル教ࡐを活用して学ͼ合う
活動による家庭での৘ใ活用の変༰に関する考࡯
子ګ�教་　Լ઒　ߍ之৓খ学۾ཱࢢຎ઒内ࡵ

　児童だけではなく、อऀޢと共に৘ใモϥル教ࡐ
を活用して「਌子の学ͼ合い活動」を行うことで、
メールやインターネットを行う際の家庭でのルール
作りがඈ༂的にਐんだことがใࠂされました。
ޢόーコーυを利用したอݩՃऀからは、̎次ࢀ　
ऀに対するアンέートの具体的な内༰と方法につい
て࣭問がग़され、ࠓճの実ફにՃえて、ࠓ後、ܧ続的、
૒方にどऀޢը的な実ફを行うことで、児童ɾอܭ
のような変༰があらわれるかについての分ੳɾ੒果
に期଴する੠がฉかれました。
（ใࠂ　໦田）

写真̒　࣮ફใ̎ࠂの༷ࢠ
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�ɽ�ήʔϜো֐ɾΠϯλʔωοτґଘ
　2019年５月のWHO年次総会の委員会において、ゲ
ーム障害が国際的に疾患として認められることにな
りました。このゲーム障害は、近年国内においても
深刻な社会問題の１つとして挙げられていたインタ
ーネット依存と問題点を共有している点が多く、国
際疾病分類の改訂版「ICD-11」において、治療が必
要な疾患として位置付けられました。
　この改訂版では、①ゲームの時間や頻度などを自
分でコントロールすることができない、②日常の関
心ごとや日々の活動よりもゲームを優先する、③日
常生活に大きな問題が生じてもゲームにのめり込
む、というような状態が１年間（重症であればより
短期間）続くことをゲーム障害としています。

�ɽ�ϝσΟΞͱͷؔΘりํΛৼりฦΔ
　ゲーム障害やインターネット依存を未然に予防す
るために日常からできることの一つは、これらとの
関わり方を振り返り、見直すことです。例えば、起
床から就寝までの食事や勉強の時間と共に、ゲーム
やインターネットを何時から何時まで、どういう目
的で利用したかを記録する方法があります。その時
の体調や気持ちをあわせて書くことも効果的です。
　また近年では、ソーシャルメディアの利用も急速
に広がってきているため、SNS上での友達とのメッ
セージのやりとりを「誰かを傷つける表現や誤解を
生むような表現をしていなかったか」、「相手がどの
ようなつもりでそのメッセージを送ってきたのかを
考えながら受け取ることができていたか」といった
観点から振り返ってみることも大切です。

�ɽ�3�1%$"αΠΫϧΛ༻͍ͨݟ௚͢
Խ׳ಈͷशߦ

　このように自身の行動を振り返ることができれば、
次はそれを踏まえて行動改善に向けて取り組んでい
きます。そこで有効と考えられる活動がR-PDCAサ
イクルです（図）。これは、従来企業内プロジェクト
のマネジメントの手法として作られた経営モデルで

あるPDCAサイクルの考え方を基本とし、Planの検
討前に行う、先に挙げた振り返りなどのResearchの
重要性を強調したものです。（P）の前に（R）を置
くことによって、（P）がより実態に即したものにな
ります。そのため、児童生徒の学習や生活習慣を自
己改善するための手法としても効果的です（田中、
2009）。

ਤ　3�1%C"αΠΫル

　具体的には、先の振り返り（R）を踏まえ、自身
に必要な行動目標（P）を考え、意識して行動する
よう取り組ませます（D）。その後、目標を意識した
取組に対する自己評価を行い（C）、それを踏まえて
新たな行動目標を設定し、さらなる改善を促します
（A）。これを繰り返すことでメディアとの関わり方
の「見直し」を習慣にしていくのです。
　人々を取り巻くメディアの環境は日々変化し、メ
ディアがなければ生活が不自由になるほどです。メ
ディアは、人々に良い影響を与えることもあれば、
悪い影響を与えることもあるように、大きな影響力
をもっています。だからこそ、メディアとの関わり
方を見直し、望ましい行動のあり方を常に考える習
慣を育てていくことが必要ではないでしょうか。

ݙจߟࢀ
田中博之（2009）自己マネジメント力が子どもの総
合学力を伸ばす。授業と家庭学習のリンクが子ども
の学力を伸ばす、Benesse教育研究開発センター、東
京、pp.246-257

メディアとの関わり方を「見直す」習慣を
国際医療福祉大学　講師　鶴田 利郎
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編 　 集 　 委 　 員
委員長　中橋　　雄
委　員　原　　克彦
　〃　　長谷川　弘

委　員　今野　貴之
　〃　　福山　　創

事務局　渡辺　浩美
　〃　　秋定　　望
制　作　西島　将範

つ ぶ や き 
　最近、１日のスマホ利用時間を記録しています。機種
によって異なりますが、私の場合は、スマホの画面で、
設定→アプリと通知→詳細設定→利用時間の順にたどっ
ていくと各アプリの利用時間の記録がグラフとともに表
示されます。この原稿を書いている日の実態は、Google 
Chromeが21分、ショートメッセージが５分、連絡帳が１
分未満、電話が１分未満、となっています。何と30分未
満です。１か月程度の記録が保存されており、１日平均
が約１時間で、青少年の平均利用時間に比べると５分の
１程度になります（私の周りには、１日の利用時間が20

時間を超えている依存に近い人もいますが…）。さらに、
マイアクティビティというメニューを表示すると、いつ、
どこで、どのアプリを使ったかが地図上に表示できる機
能もあります。このデータは、どこに保存されているの
でしょう？　いろいろ探っていくと、個人の詳細な行動
記録をGAFAなどの巨大ICT企業が独占しているというこ
とが分かってきます。これらの情報を提供するかどうか
は自分でコントロールできるので、適切に設定しておき
ましょう。

（KH)

「教育の情報化」実践セミナー2020 in 上越　のご案内

８月に開催した「『教育の情報化』実践セミナー 2019 in 鹿児島」に続き、下記の通り開催いたし
ます。詳細はJAETホームページに掲載いたしますので、ぜひともご参加ください。

テ　ー　マ	：（仮題）完全実施までわずか２ヶ月！学校の備えは万全ですか？
    「プログラミング教育　待ったなし」
日　　　時	：2020年２月１日（土）10：00 ～ 16：00（受付 9：30）（予定）
会　　　場	：上越教育大学 学校教育実践研究センター
 　（新潟県上越市西城町１-７-２）
主　　　催	：日本教育工学協会（JAET）、上越情報教育研究会（JCOM）
後　　　援	：上越市教育委員会（予定）
参加対象者	：小中高等学校・特別支援学校教員及び教育関係者、大学研究者、学生、教育関連企

業など
参　加　費	：無料
プログラム	：プログラミング教育の完全実施が迫ってきた今、改めて学校の準備態勢を確認する

意味を込めたセミナーです。プログラミング教育のこれまでの経緯やその意義、想
定されるカリキュラムの構築や実践時の手立て等、この１日でプログラミング教育
実施にむけた備えが整う日としたいと考えております。

講　　　師	：調整中

２月の「『教育の情報化』実践セミナー in 上越」に続き、３月には、徳島にて開催する予定です。

第46回 全日本教育工学研究協議会全国大会 鹿児島大会　開催予告

日　　　時	：2020年11月６日（金）、７日（土）
会　　　場	：宝山ホール（鹿児島県鹿児島市山下町５-３）

鹿児島市中央公民館（鹿児島県鹿児島市山下町５-９）
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